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図１ 図２ 図３ 図４ 図５
１組（否定あり） 100 100 86.2 86.2 100
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２、５でも同じ傾向が見られた。それぞれの図の平均値比較は以下の通りである。
資料８ 図1-5回答平均値比較
クラス 図１ 図２ 図３ 図４ 図５
１組（否定あり） 2.64 2.57 3.15 3.45 3.56
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